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時
代
と
共
に
変
え
て
い
く
！

　特集記事第 22回は、今年か
ら活躍している「地域おこし
協力隊」のおふたりとの対談
です。
　地域活性化への熱い思いを
語っていただきました。

地域おこし
協力隊
と

市議会

【
勝
浦
の
第
一
印
象
と
お
気
に
入
り
は
？
】

 

●
海
の
美
し
さ
で
す
。
住
ん
で
い
る
守
谷
の

海
に
癒
や
さ
れ
、
勝
浦
に
来
て
本
当
に
よ

か
っ
た
！
朝
市
で
仕
入
れ
た
食
材
を
う
ま

く
使
っ
て
く
だ
さ
る
美
味
し
い
お
店
が
大

好
き
で
す
。（
石
田
）

●
海
が
あ
ま
り
に
も
き
れ
い
な
の
で
び
っ
く

り
！
大
好
き
な
場
所
は
浜
辺
と
理
想
郷
。

「
毛
戸
浦
」が
一
番
の
お
気
に
入
り
♥
初

め
て
の
ロ
ケ
の
付
き
添
い
は
必
死
で
し
た

が
、
今
は
楽
し
ん
で
登
れ
ま
す
。（
倉
橋
）

【
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？
】

●
地
域
お
こ
し
の
朝
市
活
性
化
を
担
当
し
、

そ
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

業
務
の
プ
ロ
セ
ス
を
整
理
・
分
析
し
て
、

重
要
な
所
か
ら
手
を
着
け
て
い
き
ま
す
。

新
規
の
出
店
者
を
増
や
し
な
が
ら
、
運
営

に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
業
務
整
理
し

た
い
と
思
い
ま
す
。（
石
田
）

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
日
々
、
か
つ
う
ら
」
と
い
う

サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
観
光
・
移

住
・
滞
在
に
関
す
る
記
事
を
毎
日
載
せ
、

主
に
東
京
方
面
に
向
け
て
勝
浦
の
魅
力
を

発
信
！
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
テ

レ
ビ
・
映
画
・
Ｃ
Ｍ
・
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
ロ

ケ
の
受
入
れ
等
、
細
か
い
対
応
を
し
て
ト

ラ
ブ
ル
が
な
い
よ
う
立
ち
会
い
、
運
営
し

て
い
ま
す
。（
倉
橋
）

【
今
後
の
抱
負
は
？
】

●
朝
市
は
、
比
較
的
容
易
に
自
分
の
お
店
が

出
せ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
る

人
が
少
な
い
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

募
集
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。
か
つ
う
ら

マ
ル
シ
ェ
か
ら
の
参
入
も
あ
れ
ば
、
月
に

左　フィルムコミッション担当
　　倉橋　定良　さん
右　朝市担当
　　石田　多仲　さん
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数
件
位
は
出
店
者
が
増
え
て
い
く
と
予
想

し
て
い
ま
す
。
新
規
出
店
者
に
渡
す
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
一
式
を
用
意
し
て
、
し
っ
か
り
伝

わ
る
よ
う
支
援
に
力
を
い
れ
ま
す
。（
石
田
）

●
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
関
し
て
「
い
い
ね
」
を

調
べ
て
い
く
と
全
国
広
い
範
囲
で
の
閲
覧

が
さ
れ
、
広
が
っ
て
行
く
可
能
性
を
感
じ

ま
す
。
若
い
世
代
へ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
も
増
や
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。（
倉
橋
）

【
嬉
し
か
っ
た
こ
と
や
変
え
た
い
こ
と
は
？
】

●
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
業
務
に
つ
い
て

は
、
３
６
５
日
24
時
間
い
つ
で
も
対
応
し

て
い
ま
す
。「
勝
浦
市
は
、
遅
い
時
間
で

も
休
み
の
日
で
も
、
き
ち
ん
と
対
応
し
て

く
れ
る
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
い
た
の

が
一
番
嬉
し
か
っ
た
で
す
。（
倉
橋
）

●
自
分
よ
り
先
に
赴
任
し
た
倉
橋
さ
ん
が
、

い
ろ
い
ろ
気
に
か
け
て
く
だ
さ
り
、
そ
の

思
い
や
り
が
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

●
変
え
て
み
た
い
点
の
一
つ
。
そ
れ
は
、
ト
ン

ネ
ル
一
つ
越
え
る
と
そ
こ
に
チ
ー
ム
が
で
き

て
い
て
、
地
域
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
り
に
く
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
広

く
全
体
を
通
じ
て
地
域
お
こ
し
が
で
き
る

と
い
い
。
そ
の
た
め
に
、
私
達
が
潤
滑
油

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
石
田
）

【
ど
ん
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？
】

●
第
一
印
象
が
大
事
！
他
の
ま
ち
の
例
で
い

う
と
、
ま
ち
に
入
っ
た
瞬
間
に
、
両
脇
に

ヤ
シ
の
木
、
サ
イ
ド
に
は
綺
麗
な
花
が
咲

い
て
い
て
、
南
国
の
ま
ち
に
来
た
と
い
う

印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
勝
浦
の
場
合
は
、

駅
を
降
り
た
時
や
、
高
速
を
降
り
て
大
多

喜
か
ら
市
内
に
入
っ
た
時
の
印
象
が
、
パ

ッ
と
し
な
い
の
で
は
？

●
若
い
人
を
惹
き
つ
け
る
オ
シ
ャ
レ
な
お
店

が
増
え
る
と
い
い
で
す
。
海
沿
い
の
遊
歩

道
に
は
、
ベ
ン
チ
が
あ
っ
た
り
、
ワ
ン
ち
ゃ

ん
を
連
れ
て
散
歩
が
で
き
た
り
・
・
・

●
「
わ
ぁ
っ
！
い
い
な
」
と
思
う
所
を
開
拓

し
な
い
と
、
ま
ち
は
発
展
し
て
い
か
な
い

の
で
は
？
自
分
だ
け
の
お
気
に
入
り
の
場

所
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
現
実
を
何
と
か
し

た
い
で
す
。（
倉
橋
）

●
現
在
、
経
営
を
や
め
て
い
く
民
宿
等
が
増

え
て
い
ま
す
。
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し

た
小
さ
い
規
模
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
や

っ
て
い
け
る
と
よ
い
で
す
。
東
京
か
ら
特
急

１
本
で
到
着
す
る
自
然
共
存
型
の
特
別
な

場
所「
勝
浦
の
魅
力
」を
発
信
し
た
い
で
す
。

（
石
田
）

【
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
た
い
こ
と
は
？
】

●
観
光
客
の
路
上
駐
車
、
マ
ナ
ー
違
反
等
、

市
民
に
と
っ
て
は
迷
惑
な
話
で
す
が
、
そ

こ
を
運
営
に
反
映
し
、
問
題
を
時
代
と
と

も
に
変
え
て
い
く
！
解
決
策
を
皆
で
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。（
倉
橋
）

●
「
皆
さ
ん
、
朝
市
に
来
て
買
い
物
を
し
て

く
だ
さ
い
！
」
で
も
、
利
用
で
き
な
い
理

由
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
運
営

側
と
し
て
は
、
様
々
改
善
し
て
い
く
決
意

で
す
の
で
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
石
田
）

倉橋　定良　さん

石田　多仲　さん
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令和２年９月定例会審議結果

◯９月定例会　会期　９月７日から９月２３日まで１７日間
勝浦市議会ではこんなことが決まりました！

　議会報では、市民生活と深く係わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。
　全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。

審議案件一覧 ◎全会一致　　○賛成多数　　×賛成少数

議員提出議案

議案番号 件　　　　名 付託委員会 結 果

議案第 45 号 専決処分の承認を求めることについて　　　　　　　　　　　　
（令和２年度勝浦市一般会計補正予算について ) 承認◎

議案第 46 号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 総務文教 可決◎

議案第 47 号 勝浦市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決◎

議案第 48 号 令和２年度勝浦市一般会計補正予算 総務文教 可決◎

議案第 49 号 令和２年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 産業厚生 可決◎

議案第 50 号 令和２年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 産業厚生 可決◎

議案第 51 号 令和２年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 産業厚生 可決◎

議案第 52 号 令和２年度勝浦市水道事業会計補正予算 産業厚生 可決◎

議案第 53 号 いすみ市と勝浦市における適応指導教室事務の委託について 総務文教 可決◎

議案第 54 号 決算認定について（平成３１年度勝浦市一般会計歳入歳出決算） 決算審査 認定◎

議案第 55 号 決算認定について（平成３１年度勝浦市国民健康保険特別会計歳
入歳出決算） 決算審査 認定◎

議案第 56 号 決算認定について（平成３１年度勝浦市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算） 決算審査 認定◎

議案第 57 号 決算認定について（平成３１年度勝浦市介護保険特別会計歳入歳
出決算） 決算審査 認定◎

議案第 58 号 決算認定について（平成３１年度勝浦市水道事業会計決算） 決算審査 認定◎

議案第 59 号 令和２年度勝浦市一般会計補正予算 可決◎

議案第 60 号 勝浦市教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 同意◎

議案第 61 号 勝浦市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意◎

議案第 62 号 勝浦市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意◎

発議案第７号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に
対し地方税財源の確保を求める意見書について 可決◎
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●トピックス　その１
補正予算に議会からの新型コロナウイルス対応に係る要望
が反映されました。

　勝浦市議会災害対策支援本部長として、議長より各市議会会派からの新型コロナウイル
ス対応の要望事項４１件を集約し、９月定例会に先立つ７月２０日付けで市長に提案を行
いました。その結果、予算を伴う要望の内、補正予算（議案第４８号）で予算化された事
業は以下のとおりです。（※要望事項の一部に関連するものも含む）

●予算化された事業
【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業】
　・感染拡大防止啓発事業
　・感染拡大防止対策事業（庁舎内の飛沫感染防止対策）
　・緊急時分散勤務体制整備事業
　・高齢者タクシー利用料助成事業　
　・かつうら妊婦支援臨時給付金給付事業
　・感染拡大防止対策事業（新型コロナウイルス感染症病床確保等支援事業補助金）
　・上水道事業（水道事業会計補助金）水道基本料金を６か月間半額免除
　・農林水産業者緊急支援事業
　　（勝浦市農林業者経営継続支援金・勝浦市水産業者経営継続支援金）
　・中小企業等緊急支援事業（プレミアム付商品券・勝浦市中小企業等経営支援金）
　・キャッシュレス観光振興事業
　・宿泊施設支援事業（みんなで元気に！勝浦「おもてなし」提供事業補助金）
　・観光基本計画策定事業
　・学校給食費コロナウイルス対策補助金（小学校・中学校半額補助）
　・学校用務員配置事業（各学校１名から２名増員、学校施設消毒業務）
　・小学校管理運営経費・中学校管理運営経費（体育館シーリングファン設置工事費）
　・感染拡大防止対策事業（トイレ手洗い水栓を非接触型水栓に改修）
　　（図書館・集会所・社会体育施設・スポーツ施設）

　【交付金充当事業外】
　・保健衛生用品等消耗品費（マスク・消毒液・体温計等）
　・備品購入費（空気清浄機等）
　・放課後児童健全育成事業（放課後ルーム）
　・保育所管理運営経費（上野保育所・総野保育所）
　・児童環境づくり基盤整備事業（児童館）
　・認定こども園管理運営経費
　・母子保健事業（ひだまり）
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各常任委員会等の活動報告

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

　総務文教常任委員会には、議案第４６号の条例制定、第４８号一般会計補正予算、第
５３号適応指導教室事務の委託についての計３件が付託され、９月１４日に委員会を開催
し、付託事件について審議を行った結果、いずれも全員賛成で「可決」されました。
　最終日の本会議において、総務文教委員長からの審議結果報告後、採決を行い、付託さ
れた３件の議案は、委員長報告のとおり「可決」となりました。

　産業厚生常任委員会には、議案第４７号の条例制定、第４９号～第５２号「国民健康保
険特別会計」「後期高齢者医療特別会計」「介護保険特別会計」「水道事業会計」の補正予
算の計５件が付託され、９月１５日委員会を開催し、付託事件について審議を行った結果、
いずれも全員賛成で「可決」されました。
　最終日の本会議において、産業厚生委員長からの審議結果報告後、採決を行い、付託さ
れた５件の議案は、委員長報告のとおり「可決」となりました。

●トピックス　その２
６５歳以上の高齢者のインフルエンザ予防接種費用の助成
金が現行１, ０００円から２，０００円に増額されます。

●議案第５９号令和２年度勝浦市一般会計補正予算
感染症等予防接種事業　
　この冬のインフルエンザと新型コロナウイルス感染症の同時流行に備え、６５歳以上の高齢
者の発病及び重症化、そのまん延予防対策として、インフルエンザワクチン予防接種を促すよ
う予防接種費用の本人負担を軽減し、その軽減分について市負担額として増額するための補正
予算が可決されました。

インフルエンザ予防接種業務委託料
　対象者　接種する日に満６５歳以上の方
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決算審査特別委員会

　平成３１年度勝浦市一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保
険特別会計、水道事業会計、以上５件の歳入歳出決算を審査するため、７人の委員による決
算審査特別委員会を設置し、９月１６日及び１７日の２日間、予算の執行状況、財政運営等
や予算執行に関する諸帳簿の確認と審査の結果、一般会計及び、その他４会計はいずれも全
員賛成で認定すべきものと決定しました。

　決算審査特別委員会での主な質問

Ｑ　有害鳥獣捕獲事業の捕獲成果について　
Ａ　捕獲頭数は前年度に比べ増加しており、キョンの捕獲頭数が増えている。しかし、

生息数は年々増加しているため駆除対策を進めていく。
Ｑ　空き店舗活用事業の成果について
Ａ　勝浦中央商店街にパイロット店舗としてかつうら商店を開設し営業している。朝市

に近いため、観光に訪れたお客様に土産物屋としてだけではなく、通年のイベント
情報や観光スポットの発信を行い、観光地として誘致、案内し素敵な旅を提供する
場所として活用した。

Ｑ　国民健康保険特別会計の特定健康診査事業について
Ａ　受診率は３３. ６％、前年度と比較し５ポイント増加した。特定健診受診率向上事業

を実施し、集団健診では１３３人の増加が見られた。
Ｑ　水道事業会計の赤字となった要因について
Ａ　人口減少と特殊要因として保養施設の閉鎖と、医療機関での地下水との併用が加

わったことによる水道料金の減収が大きな要因である。

委員長 副委員長 委　　員

久我　恵子 渡辺　ヒロ子
・磯野　典正　　・狩野　光一　・鈴木　克己
・照川　由美子　・松﨑　栄二

　委員長、副委員長及び委員は次のとおりです。

決算審査特別委員会の様子
※新型コロナウイルス感染症対応として議

場にて行われました。

関係諸帳簿及び証書類検査
※机、座席の間隔をとりアクリル板の設置

を行い対策を取りました。
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勝浦市議会表彰選考委員会

勝浦市議会表彰受賞者決定

　令和２年９月２日に、勝浦市議会表彰選考委員会を開催し、前期分（令和２年１月１日
から６月３０日の期間）の市内小中学校の児童・生徒を対象とした受賞候補者を学校より
推薦していただき、選考審査をした結果、表彰者が決定しました。
　なお、表彰授賞式につきましては、令和３年３月定例会の
初日に、市役所５階の議場において行われる予定です。

１被表彰者　上野小学校２年生　１９名
　表彰基準　「第３回ＣＨＩＢＡこども新聞コンクール」、
　　　　　　「学級新聞小学校部門」千葉県知事賞
　　　　　　上野小学校１年生（令和２年３月７日受賞）

　
　

９
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、発
言
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。
全
文
は
、勝
浦
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

9 月 9 日
照
川
由
美
子　

議
員

①
災
害
時
の｢

水
・
電
気
・
情
報
伝
達
の
確
保｣

に
つ
い
て

②｢

郷
土
資
料
室｣

の
整
備
に
つ
い
て

岩
瀬　

洋
男　

議
員

①
山
林
の
ナ
ラ
枯
れ
対
策
に
つ
い
て

久
我　

恵
子　

議
員

①
フ
レ
イ
ル
健
診
に
つ
い
て

渡
辺
ヒ
ロ
子　

議
員

①
朝
市
活
性
化
に
つ
い
て

鈴 

木　

克 

己　

議
員

①
高
齢
者
の
生
活
支
援
と
終
活
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
夏
季
観
光
と
行
政
の
対
応
に
つ
い
て

9 月 10 日
狩
野　

光
一　

議
員

①
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
用
管
理
に
つ
い
て

②
ご
み
処
理
事
業
継
続
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

戸
坂　

健
一　

議
員

①
内
閣
府｢

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想｣

へ
の
公
募
参
加
に
つ
い
て

②
市
長
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
必
要
性
に
つ
い
て

磯
野　

典
正　

議
員

①
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

②
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
時
代
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

佐
藤　

啓
史　

議
員

①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
課
題
に
つ
い
て

寺
尾　

重
雄　

議
員

①
旧
行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
跡
地
の
リ
ゾ
ー
ト
計
画
に
つ
い
て
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照川由美子議員

岩瀬洋男議員

災
害
時
の「
水
・
電
気
・
情

報
伝
達
の
確
保
」に
つ
い
て

「
郷
土
資
料
室
」の
整
備

に
つ
い
て

山
林
の
「
ナ
ラ
枯
れ
」

に
つ
い
て

Ｑ
断
水
の
発
生
を
未
然
に

防
ぐ
方
策
と
課
題
は
？

Ａ
昨
年
の
反
省
か
ら
、
い

ざ
と
い
う
時
に
設
備
や
機
械

を
確
実
に
運
用
で
き
る
よ
う

準
備
し
て
い
る
。
点
検
時
に

取
水
か
ら
送
水
ま
で
の
負
荷

運
転
を
実
施
す
る
よ
う
に
し

た
。
水
道
未
普
及
地
域
を
含

め
た
地
下
水
利
用
者
へ
の
応

急
給
水
が
課
題
で
あ
る
。

Ｑ
停
電
予
防
対
策
と
し
て

電
線
付
近
の
伐
木
等
が
必
要

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

Ａ
広
報
で
、
停
電
を
減
ら

す
た
め
の
伐
木
等
取
組
の
お

願
い
を
し
た
。
後
処
理
は
電

力
会
社
と
基
本
協
定
等
締
結

し
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ
庁
舎
地
下
に
あ
る
非
常

用
発
電
設
備
は
、
ま
も
な
く

Ｑ
資
料
を
保
管
す
る
場
所

と
、
現
在
の
課
題
は
？

Ａ
本
年
４
月
か
ら
運
用
開

始
し
た
「
興
津
集
会
所
」（
元

興
津
中
）
２
階
空
教
室
に
集

約
保
管
し
た
い
。
エ
ア
コ
ン

や
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
等
の
設
備

が
整
っ
て
か
ら
運
搬
す
べ
き

資
料
も
あ
り
、
文
化
財
審
議

委
員
等
関
係
者
に
伺
い
な
が

ら
作
業
を
進
め
た
い
。

Ｑ
ナ
ラ
や
シ
イ
、
カ
シ
類

の
木
が
茶
色
に
枯
れ
る
「
ナ

ラ
枯
れ
」
と
い
う
被
害
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
被
害
状
況
と
原
因
に

つ
い
て
伺
い
ま
す

Ａ
平
成　

年
度
は
全
国　

府
県
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
で
は
平
成
29
年
９
月

頃
に
鴨
川
市
天
津
で
初
め
て

確
認
さ
れ
て
お
り
、
被
害
樹

木
は
マ
テ
バ
シ
イ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

原
因
は
、
６
月
か
ら
８
月

頃
に
か
け
て
、
ナ
ラ
菌
を

持
っ
た
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ

ム
シ
が
健
全
な
樹
木
に
飛
来

し
穿
入
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
ナ
ラ
菌
が
樹

木
内
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
の

ナ
ラ
菌
が
蔓
延
す
る
こ
と

耐
用
年
数
の
30
年
と
な
る
。

稼
働
時
間
は
31
時
間
、
燃
料

は
Ａ
重
油
。
災
害
時
を
想
定

し
、
燃
料
の
確
保
や
稼
働
時

間
の
延
長
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
？

Ａ
ま
ず
は
稼
働
時
間
基
準

の
72
時
間
確
保
に
向
け
、
燃

料
の
備
蓄
増
量
等
、
法
律
の

規
制
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
く
。
災
害
時
の
燃
油
の
調

達
方
法
等
は
今
後
の
課
題
。

建
築
当
初
と
比
べ
、
庁
内
に

お
け
る
電
力
需
要
の
増
加
等

を
受
け
、
様
々
な
面
か
ら
調

査
検
討
を
行
う
。

Ｑ
発
電
設
備
を
新
し
く
し

た
場
合
の
予
算
は
？

Ａ
地
上
に
新
規
設
置
し
た

場
合
、
発
電
機
や
タ
ン
ク
を

覆
う
建
物
を
含
め
、
概
算

１
億
円
近
く
の
予
算
が
か
か

る
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ
災
害
停
電
時
、
防
災
行

政
無
線
は
ど
の
程
度
維
持
で

き
る
の
か
。
市
民
が
情
報
を

得
る
手
段
は
？

Ａ
防
災
行
政
無
線
は
ア
ナ

ロ
グ
方
式
か
ら
72
時
間
分

の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
有
す
る
デ

ジ
タ
ル
方
式
に
移
行
し
て
い

く
。
防
災
メ
ー
ル
、
か
つ
う

ら
メ
イ
ト
、
広
報
車
に
よ
る

伝
達
手
段
等
充
実
を
図
る
。興津集会所

ナラ枯れ

で
、
最
終
的
に
通
水
障
害
を

発
生
し
、
特
に
水
分
を
必
要

と
す
る
夏
の
時
期
に
枯
れ
死

し
ま
す
。

Ｑ
伐
採
に
は
費
用
が
か
か

り
、
危
険
も
伴
う
こ
と
か
ら

放
置
せ
ざ
る
を
得
な
い
山
が

ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
被
害
が
拡
大
し
て
も

自
然
終
息
を
待
た
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
ま
す
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
こ
の
虫
は
樹
齢　

年
か

ら
50
年
の
木
を
好
む
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

昔
は
木
々
を
シ
イ
タ
ケ
の

原
木
と
し
て
利
用
す
る
と

か
、
燃
料
と
し
て
順
番
に
伐

採
す
る
こ
と
で
自
然
再
生
さ

せ
若
い
木
々
が
残
り
続
け
ま

し
た
。

　

山
奥
の
尾
根
に
発
生
し
て

い
る
「
ナ
ラ
枯
れ
」
の
木
に

対
し
て
積
極
的
に
防
除
対
策

を
す
る
の
も
効
率
的
で
は
な

い
の
で
、
自
然
再
生
、
天
然

更
新
の
考
え
も
一
つ
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
何
年
程
度
で
自
然
再
生

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
通
常
で
す
と　

年
か
ら

20
年
ほ
ど
で
自
然
再
生
し
ま

す
。

　

千
葉
県
は
発
生
し
て
か
ら

今
年
で
４
年
に
な
り
ま
す
。

中
部
地
方
で
は
終
息
し
て
い

る
よ
う
で
す
の
で
、
そ
う

い
っ
た
状
況
か
ら
10
年
程
度

で
終
息
す
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

現
在
、
千
葉
県
ナ
ラ
枯
れ

被
害
対
策
協
議
会
が
構
築
さ

れ
て
い
る
の
で
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
対
応
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

30

32

40

15
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久我惠子議員

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
に
つ
い
て

Ｑ
２
０
２
０
年
４
月
か

ら
、
後
期
高
齢
者
を
対
象

に
フ
レ
イ
ル
健
診
の
導
入
が

始
ま
っ
た
。
フ
レ
イ
ル
と
は
、

加
齢
に
伴
い
運
動
す
る
機
会

が
減
り
、
筋
肉
の
減
少
、
食

欲
の
低
下
と
い
っ
た
「
身
体

的
フ
レ
イ
ル
」。
記
憶
力
の

低
下
、
気
分
的
な
落
ち
込
み

と
い
っ
た
、「
精
神
的
フ
レ
イ

ル
」。
社
会
的
な
孤
立
、
経

済
的
な
面
か
ら
の
「
社
会
的

フ
レ
イ
ル
」
の
３
つ
が
あ
る
。

特
に
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で

自
宅
に
引
き
こ
も
り
が
ち
と

な
り
、
健
康
な
状
態
か
ら
要

支
援
、
要
介
護
と
な
る
フ
レ

イ
ル
状
態
へ
の
移
行
が
懸
念

さ
れ
る
。
フ
レ
イ
ル
の
状
態

は
、
適
切
な
対
応
や
、
支

Ｑ
こ
の
冬
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流

行
が
懸
念
さ
れ
る
。
勝
浦
市

で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
に
つ
い
て
、
65
歳
以

上
の
方
へ
１
０
０
０
円
の
補

Ｑ
伝
統
あ
る
勝
浦
の
朝
市

は
、
観
光
商
業
に
お
い
て
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

朝
市
を
活
性
化
し
長
く
継
続

す
る
た
め
に
も
、
整
備
と
改

革
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
市

と
し
て
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

Ａ
朝
市
の
活
性
化
は
、
戦

略
事
業
の
一
つ
と
し
て
大
き

な
位
置
づ
け
を
し
て
い
ま

す
。各
団
体
と
連
携
し
て「
勝

浦
マ
ル
シ
ェ
」
等
、
来
場
者

及
び
出
店
者
を
増
や
す
た
め

の
施
策
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
勝
浦
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

し
て
か
ら
、
来
場
者
数
の
変

化
等
の
効
果
は
あ
り
ま
し
た

か
？
ま
た
、
朝
市
の
購
買
力

を
高
め
る
た
め
に
、
生
産
者

イ
コ
ー
ル
販
売
者
と
い
う
朝

援
に
よ
っ
て
、
健
康
な
状
態

に
戻
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ

れ
て
い
る
。
高
齢
化
率
の
高

い
勝
浦
市
に
お
い
て
、
高
齢

者
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
事

は
、
重
要
で
あ
る
。
勝
浦
市

に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
健
診
へ

の
考
え
と
周
知
、
実
施
状
況

に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

Ａ
新
た
な
仕
組
み
で
あ
る

フ
レ
イ
ル
健
診
は
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の

標
準
的
な
質
問
票
か
ら
、
高

齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
問

診
を
実
施
し
、
高
齢
者
の
健

康
状
態
を
総
合
的
に
把
握
す

る
事
や
、
フ
レ
イ
ル
の
周
知

に
つ
い
て
努
め
た
い
。

市
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か

し
た
広
報
を
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
看
板
の
設

置
、
情
報
発
信
と
い
っ
た
宣

伝
活
動
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
８
月
の
マ
ル
シ
ェ
は
非
常

に
盛
況
で
、
そ
こ
か
ら
朝
市

の
出
店
者
と
し
て
の
登
録
も

あ
り
ま
し
た
。
広
報
活
動
と

し
て
は
、
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

出
店
者
情
報
や
開
催
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
情
報
発
信
力
を
強
く
し
て

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
来
訪
者
が
ど
ん
な
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
望
ん
で
い
る
の

か
、
リ
サ
ー
チ
も
必
要
と
考

え
ま
す
。
市
内
団
体
や
商
店
へ

の
協
力
要
請
も
含
め
、
朝
市

の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
ハ
ー
ド
面
で

の
整
備
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

陳
列
台
や
テ
ン
ト
、
ベ
ン
チ
や

テ
ー
ブ
ル
な
ど
設
備
の
拡
充
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
様
々
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ

り
ま
す
が
、
出
店
者
と
の
話

し
合
い
を
積
極
的
に
行
い
、

近
い
将
来
に
出
来
る
と
こ
ろ

か
ら
整
備
し
て
い
け
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

Ｑ
八
幡
岬
や
海
中
公
園
一

帯
の
景
観
整
備
な
ど
、
既
存

の
観
光
施
設
や
新
し
い
観
光

地
の
創
設
な
ど
、
朝
市
を
核

と
し
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
と
る
こ
と
で
勝
浦
市
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
勝
浦
の
財
産
で
あ
る
朝

市
を
持
続
可
能
な
形
に
す
る

た
め
に
、
勇
気
と
情
熱
を

持
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
健
診
に
つ
い
て

朝
市
活
性
化
に
つ
い
て

助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
昨

年
の
接
種
率
は
50
％
弱
と

聞
い
て
い
る
。
接
種
率
を
上

げ
、
市
民
の
健
康
と
命
を
守

る
為
に
市
民
全
員
に
補
助
を

出
す
べ
き
と
考
え
る
。
接
種

率
の
向
上
と
予
防
接
種
に
よ

る
医
療
機
関
の
密
を
避
け
る

た
め
の
工
夫
が
必
要
で
は
な

い
か
。

Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
症
状
が
類
似
し
て
い
る
こ

と
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
は
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
。
65
歳
以
上
の
方
へ

の
補
助
金
を
１
０
０
０
円
か

ら
２
０
０
０
円
に
引
き
上
げ

た
い
と
考
え
る
。
医
療
機
関

の
密
は
医
師
会
と
相
談
し
な

が
ら
対
策
を
講
じ
た
い
。

渡辺ヒロ子議員
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狩野光一議員

ご
み
処
理
事
業
継
続
に
対

す
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
運
用
管
理
に
つ

い
て

高
齢
者
の
生
活
支
援
と

終
活
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
夏

季
観
光
と
行
政
の
対
応

に
つ
い
て

Ｑ
買
い
物
支
援
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
度
９
月
議
会
質
問

で
、県
が
移
動
困
難
者
調
査
・

対
策
事
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
す
る
。
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
検
討
す
る
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
事
業
実
施
に
向

け
て
の
取
り
組
み
等
、
ど
の

よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
県
の
調
査
及
び
市
独
自

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
、
高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料

助
成
を
行
う
高
齢
者
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
計

画
に
掲
げ
、
令
和
３
・
４
年
度

を
実
証
期
間
と
し
ま
し
た
。

Ｑ
高
齢
者
世
帯
や
単
身
高

齢
者
に
寄
り
添
う
施
策
と
し

Ｑ
海
水
浴
場
と
し
て
設
置

を
行
わ
な
か
っ
た
中
央
海
水

浴
場
の
場
所
に
、ウ
オ
ー
タ
ー

ア
イ
ラ
ン
ド
を
営
業
し
た
事

業
実
施
主
体
と
市
と
の
関
係

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
運
営
は
、
観
光
協
会
を

主
体
と
す
る
ウ
オ
ー
タ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
実
行
委
員
会
が

担
っ
て
お
り
、
市
が
直
接
的

に
関
係
し
て
い
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
蔓
延
防
止
の
た
め

に
海
水
浴
場
の
開
設
を
中
止

Ｑ
２
市
２
町
に
よ
る
広
域

処
理
施
設
の
建
設
が
白
紙
化

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
今

後
市
と
し
て
と
り
得
る
選
択

肢
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
。

Ａ
１
、
市
単
独
で
新
規
に

施
設
を
整
備
す
る
。
２
、
新

た
な
枠
組
み
で
広
域
施
設
を

整
備
す
る
。
３
、
他
市
町
村

に
委
託
す
る
。
等
が
考
え
ら

れ
る
。

Ｑ
今
後
の
方
向
性
を
見
定

め
る
た
め
に
、
会
議
体
等
を

構
成
し
て
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
県
の
廃
棄
物
処
理
計
画

が
本
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
計
画
の
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
及

Ｑ
こ
れ
ま
で
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
事
業
に
対
す
る
、

市
と
し
て
の
評
価
を
お
伺
い

す
る
。

Ａ
１
日
あ
た
り
の
乗
車
人

数
は
、
31
年
度
は
19
・
８
人

だ
っ
た
。
初
年
度
が
15
・
．

８
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
市
民
へ
の
定
着
が

進
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
利
用
者
の
意
見
・
要
望

の
収
集
方
法
と
主
な
ご
意
見

は
。Ａ

車
内
や
郵
便
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
お

り
、主
な
ご
意
見
と
し
て
は
、

運
行
時
間
の
拡
大
や
予
約
方

法
の
改
善
を
求
め
る
も
の
が

挙
げ
ら
れ
る
。

て
、
人
生
を
閉
め
る
こ
と
へ

の
自
治
体
と
し
て
の
終
活
に

向
け
た
支
援
に
つ
い
て
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業

や
終
活
登
録
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
を
提
案
す
る
も
の
で

す
が
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
速
や
か
に
先
進
地
事
例

を
調
査
し
事
業
化
に
む
け
検

討
し
ま
す
。

び
近
隣
市
町
の
情
報
等
を
調

査
し
な
が
ら
、
基
本
的
な
方

向
性
が
あ
る
程
度
決
ま
っ
た

段
階
で
、
よ
り
具
体
的
に
検

討
し
た
い
。

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ウ
オ
ー

タ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
が
営
業
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
の
市
と

し
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
入
場
の
際
の
検
温
や
、

予
約
制
に
よ
る
入
場
者
の

制
限
が
で
き
る
こ
と
、
ま

た
、
入
場
者
の
氏
名
、
連
絡

先
を
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
が
取

ら
れ
て
お
り
、
経
済
的
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
観

光
関
連
業
者
を
活
性
化
す
る

た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、

観
光
業
の
需
要
喚
起
に
効
果

の
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

完全に閉鎖した守谷海岸

Ｑ
事
業
開
始
以
降
、
こ
れ

ま
で
に
ど
の
よ
う
な
点
を
改

善
し
て
き
た
か
。

Ａ
運
行
日
や
運
行
区
域
の

拡
大
、
予
約
方
法
の
改
善
、

免
許
返
納
者
へ
の
料
金
割
引

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
ご
高
齢
者
の
生
活
の
足

と
し
て
重
要
な
、
公
共
交
通

機
関
の
拡
充
に
つ
い
て
、
市

長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
。Ａ

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に

限
ら
ず
、
様
々
な
形
態
に
よ

る
市
民
の
足
の
利
便
性
を
検

討
し
て
い
く
。
現
状
の
調
査

や
実
証
な
ど
を
経
な
が
ら
、

高
齢
者
支
援
の
観
点
か
ら
の

移
動
支
援
策
を
実
現
し
た

い
。
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持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て

市
長
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の

必
要
性
に
つ
い
て

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代

の
観
光
振
興
に
つ
い
て

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
市
長

に
よ
る
迅
速
か
つ
正
確
な
情

報
発
信
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
、
市
民
へ
の
情
報
発

信
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

Ａ
市
の
情
報
発
信
と
同
様

に
信
頼
性
の
確
保
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
有
用
性

も
含
め
検
討
す
る
。

Ｑ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
双
方
向
の
情

報
伝
達
手
段
で
あ
り
、
市
長

が
情
報
発
信
す
れ
ば
賛
成

や
応
援
だ
け
で
な
く
反
対
や

厳
し
い
意
見
も
頂
く
事
に
な

る
。
し
か
し
そ
れ
は
今
の
時

代
政
治
家
と
し
て
受
け
入
れ

る
べ
き
も
の
で
も
あ
る
。
市

長
は
所
信
表
明
で
示
さ
れ
た

理
念
を
実
現
す
る
為
に
も
是

非
と
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報

Ｑ
現
在
、
政
府
は
先
進
技

術
や
規
制
緩
和
を
活
用
し
世

界
最
先
端
の
ま
ち
づ
く
り
を

先
行
実
施
す
る
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
を
打
ち
出
し
、
そ

の
候
補
地
の
選
定
や
自
治
体

か
ら
の
ア
イ
デ
ア
募
集
を
実

施
し
て
い
る
。
勝
浦
市
も
、

市
単
独
で
は
解
決
困
難
な
諸

課
題
を
解
決
す
べ
く
、
こ
れ

ら
公
募
に
応
募
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ
本
市
と
し
て
も
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る

諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

方
策
と
し
て
、
将
来
的
に
先

進
技
術
の
導
入
は
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

Ｑ
勝
浦
市
が
目
指
す
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
ど
の
よ
う
な
目
標
を

検
討
し
て
い
る
か
？

Ａ
現
在
実
施
し
て
い
る
本

市
の
施
策
に
お
い
て
も
、
そ

の
多
く
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
掲
げ

る
17
項
目
の
目
標
に
合
致
し

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
施
策
分
野
や
個

別
事
業
ご
と
に
該
当
す
る
項

目
に
ア
イ
コ
ン
を
表
示
す
る

な
ど
各
施
策
と
の
関
係
性
を

明
確
に
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標

を
踏
ま
え
た
計
画
と
し
た
い
。

Ｑ
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
・
企

業
誘
致
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
市
の
考
え
は
？

Ａ
人
・
企
業
の
地
方
分

散
は
始
ま
っ
て
い
る
。
テ
レ

ワ
ー
ク
の
普
及
は
地
方
移
住

を
後
押
し
す
る
大
き
な
要
素

Ｑ
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
時

代
を
迎
え
る
な
か
、
店
舗

等
で
の
感
染
症
対
策
は
？
ま

た
、
感
染
症
対
策
宣
言
（
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）事
業
者
ス
テ
ッ

カ
ー
な
ど
の
交
付
に
つ
い
て

市
の
考
え
は
？

Ａ
業
界
団
体
に
よ
る
感
染

予
防
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
努
め
て
お
り
、
今

後
感
染
症
対
策
講
習
会
を
行

い
、
受
講
者
に
は
証
明
書
の

発
行
を
行
う
。

発
信
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
如
何
か
。

Ａ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
有
効
性
は
認

め
る
が
、
市
役
所
の
規
模
、

職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題

か
ら
も
、
市
の
ト
ッ
プ
と
し

て
の
情
報
発
信
に
は
慎
重
を

期
す
べ
き
と
考
え
る
。

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き

は
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
積
極

的
に
捉
え
て
い
く
。

Ｑ
総
務
省
が
行
う
地
域
お

こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
首
都
圏
の
大

手
企
業
か
ら
の
人
材
を
受
け

入
れ
、
外
部
か
ら
の
知
恵
を

い
た
だ
く
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
活
用
を
市
は
ど
う
考
え
る

か
？Ａ

速
や
か
に
前
向
き
に
検

討
す
る
。

Ｑ
長
期
的
な
「
勝
浦
未
来

地
図
」
を
創
造
し
目
標
達

成
を
し
て
い
く
に
は
【
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
勝
浦
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
】
を
立
ち
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
市
の
考

え
は
？

Ａ
現
在
の
と
こ
ろ
立
ち
上

げ
は
考
え
て
い
な
い
が
、
来

年
度
か
ら
開
始
す
る
次
期
総

合
計
画
の
策
定
の
段
階
に
お

い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
17

の
目
標
に
つ
い
て
認
識
を
高

め
研
究
し
て
い
く
。

自
治
体
公
募
及
び
ア
イ
デ
ア

公
募
に
応
募
す
る
の
は
困
難

だ
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
市
６
月
時
点
で
、
国
の

公
募
に
は
56
の
市
町
村
が
応

募
し
て
お
り
、
県
内
で
は
千

葉
市
、
市
原
市
、
木
更
津
市

が
名
乗
り
を
上
げ
て
い
る
。

勝
浦
市
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る

会
議
や
検
討
は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
に
関

わ
る
協
議
や
検
討
な
ど
は
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
い
な
い
。

Ｑ
国
の
方
針
で
あ
る
以

上
、
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ

る
事
に
変
わ
り
は
な
い
。
勝

浦
市
と
し
て
も
、
国
の
構
想

の
目
的
や
理
念
を
き
ち
ん
と

理
解
し
対
応
し
て
い
く
べ
き

で
は
。

Ａ
今
後
、
情
報
収
集
に
努

め
、
様
々
な
政
策
を
精
査
検

討
し
て
い
く
。

磯野典正議員

内
閣
府
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
構
想
へ
の
応
募
の

必
要
性
に
つ
い
て
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民
間
企
業
「
共
立
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
」が
計
画
し
た「
行

川
ア
イ
ラ
ン
ド
跡
地
」
の

跡
地
に
計
画
さ
れ
た
（
仮

称
）「
勝
浦
シ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
リ
ゾ
ー
ト
」
の
件

コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
育
課

題
に
つ
い
て

Ｑ
修
学
旅
行
は
中
止
と

な
っ
た
が
、
新
た
な
生
活
様

式
に
沿
っ
た
形
態
の
修
学
旅

行
や
卒
業
旅
行
な
ど
の
代
替

案
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
教
育
委
員
会
の
見

解
は
？

Ａ
修
学
旅
行
の
代
替
行
事

に
つ
い
て
は
、
学
校
の
考
え

を
尊
重
し
つ
つ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

を
踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討
し

た
い
。

Ｑ
体
育
祭
、
運
動
会
の
実

施
は
？

Ａ
勝
浦
中
に
つ
い
て
は
９

月
５
日
に
体
育
祭
を
実
施
。

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
９
月

26
日
に
興
津
小
、
勝
浦
小
、

豊
浜
小
、
10
月
３
日
に
上
野

小
、
総
野
小
が
運
動
会
を
予

Ｑ
平
成　

年
に
閉
鎖
さ
れ

た
「
行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
」
で

す
が
、
今
ま
で
の
跡
地
の
リ

ゾ
ー
ト
計
画
と
経
緯
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
平
成　

年
に
（
株
）
共

立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
ら
「
勝

浦
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
リ

ゾ
ー
ト
」計
画
が
告
げ
ら
れ
、

勝
浦
市
が
計
画
推
進
に
向
け

た
施
策
の
検
討
、
県
・
関
係

機
関
と
の
協
議
等
支
援
し
て

き
ま
し
た
。

Ｑ
平
成　

年
５
月
に
議
員

全
員
説
明
会
で
当
時
の
構

想
は
説
明
さ
れ
、
そ
の
後
市

長
が
、
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

本
社
に
訪
問
さ
れ
て
い
ま
す

定
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
て
実
施

す
る
と
の
連
絡
を
受
け
て
い

る
。Ｑ

文
化
祭
の
実
施
は
？

Ａ　
月　

日
に
勝
浦
中
が

文
化
発
表
会
、
11
月
29
日
に

上
野
小
が
学
習
発
表
会
、
12

月
４
日
に
興
津
小
が
音
読
発

表
会
を
予
定
し
て
い
る
。
勝

浦
小
、
豊
浜
小
、
総
野
小
に

つ
い
て
は
検
討
中
と
聞
い
て

い
る
。
文
化
祭
実
施
に
つ
い

て
も
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
て
実
施
す
る
と
聞
い
て
い

る
。Ｑ

学
校
生
活
に
お
け
る
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ
い
て
お

聞
き
す
る
。

Ａ
県
教
育
委
員
会
が
発
出

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
８
月
26
日
付
で
保
護
者

へ
通
知
文
書
を
発
出
し
た
。

学
校
で
は
、
３
密
の
回
避
、

手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

学
校
施
設
や
用
具
の
清
掃
及

び
消
毒
、
換
気
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
部
活
動
で
の
感
染
対
策

は
？Ａ

県
教
育
委
員
会
及
び
各

種
目
の
競
技
団
体
か
ら
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
部
活

動
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
教

員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
負
担
が
増
え

て
き
て
い
る
中
で
、
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
設

立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
？

Ａ
本
年
４
月
に
要
綱
を
制

定
し
、
７
月
14
日
に
勝
浦
市

地
域
学
校
協
働
活
動
運
営
委

員
会
を
開
催
し
た
。
協
議
し

た
結
果
、
環
境
整
備
支
援
、

安
全
対
策
支
援
、
学
校
行
事

支
援
に
つ
い
て
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
。
９
月

９
日
現
在
で
個
人
13
名
、
５

団
体
か
ら
登
録
申
請
が
あ
り

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

10

1326

11

30

23

が
、
内
容
に
関
し
て
伺
い
ま

す
。Ａ

昨
年　

月
に
本
社
訪
問

し
て
、
会
長
・
役
員
と
会
い

ま
し
た
。
事
業
系
計
画
の
推

進
状
況
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
今
年
１
月
に
事
業
予
算

が
出
て
、
事
業
決
定
、
着
工

に
向
か
う
、
と
確
約
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
初
の
事
業
収

支
等
が
２
倍
に
な
る
た
め
計

画
が
す
ぐ
に
は
出
来
な
い
、

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
と
い
う
状
況
も
あ
り
ま

し
た
が
、
時
期
を
み
て
、
ぜ

ひ
跡
地
の
有
効
活
用
を
進
め

た
い
、
と
い
う
思
い
を
伝
え

る
つ
も
り
で
す
。

Ｑ
市
民
は
観
光･

雇
用
等

で
期
待
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

２
倍
に
な
る
か
ら
出
来
な

い
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う

に
話
を
進
め
て
い
く
か
が
問

題
で
す
が
、
今
後
の
方
針
対

応
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
跡
地

計
画
は
、
当
時
地
域
経
済
に

も
活
性
化
が
起
き
る
、
と
期

待
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
事
業
予
算
、
コ

ロ
ナ
な
ど
の
問
題
が
起
こ
り

ま
し
た
。
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
は
現
状
は
見
合
わ
せ
て
い

る
、
と
い
う
状
況
で
す
が
、

勝
浦
市
と
し
て
は
、
今
後
も

市
の
た
め
に
事
業
を
推
進
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
せ
つ
に

お
ね
が
い
し
て
い
き
ま
す
。
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編 集 後 記

勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

お問い合わせは、勝浦市議会報編集委員会（７３−６６６２）まで

勝浦市ホームページ　http://www.city.katsuura.lg.jp

　私は将来、人を笑顔にする仕事をしたいです。笑顔
は素晴らしいものだと思います。楽しい時に笑えばさ
らに楽しい気持ちになり、辛いときに笑えば少しは明
るく前向きな気持ちになると思うからです。今はまだ、
私は誰かに笑顔にしてもらっているけれど、いつかは
私も誰かを笑顔にしたいと思っています。
　以前、イベントのボランティアで来場者に声をかけ
て写真を撮る仕事をしました。その時、幼い子を笑顔
にするためにどうしたらよいか考え、声の掛け方を変
えるなどの工夫をして写真撮影を行いました。その子
が笑顔になってくれた時、見ている私まで楽しくなり、
人を笑顔にする仕事に就きたいと思いました。まだ、
私はどんな仕事に就くか細かいことは決めてい
ないけれど、日頃から自分が笑顔でいる
ことを心掛け、どんな仕事にも就けるよう、
何事も一生懸命取り組みたいです。勝浦中学校　３年

酒
さ か い

井　麻
ま ほ

帆 さん

　今回の特集記事は、地域活性化にご尽力くださっている『地域おこし協力隊』のお二人をお迎え致しました。
着任早々、多くの会合やイベントが中止となり、活動自体が難しかったことと思いますが、このコロナ禍にあっ
ても、勝浦市が元気を取り戻すために、さらにご尽力いただき、議会としても、皆様からの声を一つでも多く集め、
市内経済の立て直しを目指したいと思います。

議会報編集委員　　渡辺　ヒロ子

議会のうごきについて報告します
（令和２年８月～令和２年１０月）

きみの未来、あなたの未来

８月４日
４日

    ５日
１７日

３１日

９月１日
　　２日

　　７日
　  ９日

１０日

南房総広域水道企業団運営協議会（大多喜町）
介護保険運営協議会
議会報編集委員会
議会運営委員会
議会改革検討委員会
夷隅郡市広域市町村圏事務組合定例会（いすみ市）

勝浦漁協市場地鎮祭
議会運営委員会
議会表彰選考委員会
本会議　初日
本会議　一般質問
本会議　一般質問
議会改革検討委員会

１１日
１４日
１５日

　１６日
１７日

　２３日

１０月２３日
２９日

本会議　質疑
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
決算審査特別委員会
決算審査特別委員会
本会議　最終日　
議会運営委員会
議会報編集委員会

国道 297 号整備促進期成同盟要望活動（千葉市）
議会運営委員会
全員協議会
議会改革検討委員会

議 会 の う ご き
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